
｢蘇民将来」論

「
蘇
民
将
来
」
の
信
仰
は
、
「
蘇
民
祭
」
と
し
て
現
在
も
日
本
で
信
仰
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
「
蘇
民
将
来
」
の
最
古
の
文
献
は
『
釈
日
本
紀
』
所

収
の
「
備
後
国
風
土
記
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
備
後
国
風
土
記
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
成
立
の
い
わ
ゆ
る
「
古
風
土
記
」
に
あ

た
る
か
、
後
世
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
は
「
蘇
民
将
来
」
と
い
う
特
異
な
呼
称
を
持
つ
信
仰
が
、
奈

良
時
代
以
前
か
ら
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
二
釈
日
本
紀
』
成
立
時
の
）

鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
な
の
か
と
い
う
議
論
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
長
岡
京
跡
か
ら
「
蘓
民
将
来
之
子
孫
者
」
と
墨
書
き

（１）

さ
れ
た
札
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
長
岡
京
の
時
代

（
七
八
四
～
七
九
四
年
）
に
、
「
蘇
民
将
来
」
と
い
う
固
有
名
を
持
つ
信
仰

が
流
行
し
て
い
た
、
と
は
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
備
後

国
と
い
う
地
域
性
を
離
れ
、
長
岡
京
と
い
う
〈
都
市
〉
に
お
い
て
の
流
行

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
疫
病
の
流
行
と
い
う
、
〈
都
市
〉
の
病
理

に
対
抗
し
て
の
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
蘇
民
将
来
」
信
仰
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
総

「
蘇
民
将
来
」
論

一
、
は
じ
め
に

特
集
・
神
話
を
考
え
る

ｌ
経
典
と
注
釈
Ｉ

督
府
編
『
朝
鮮
の
鬼
神
」
第
九
章
「
呪
府
法
」
（
平
南
）
に
、
「
諸
病
除
に

は
「
蘇
民
将
来
之
子
孫
海
州
后
入
」
の
文
字
を
縦
三
寸
横
一
寸
の
赤
紙
に

（２）

書
き
て
門
戸
に
貼
る
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。
朝
鮮
半
島
に
も
「
蘇
民
将
来
」

の
信
仰
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
・
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
蘇
民
将
来
」

（３）

の
起
源
を
朝
鮮
半
島
に
求
め
る
説
も
存
在
す
る
。
「
蘇
民
将
来
」
の
名
義

（４）

については、「蘇州（中国江蘇省）から渡来の民」、「将来にわたつ

（

５

）

（

６

）

て
疫
病
か
ら
民
を
蘇
ら
せ
守
る
」
な
ど
の
説
が
あ
り
、
決
定
を
見
な
い
。

カ
ノ
ン

ニ
、
「
蘇
民
将
来
」
〈
神
話
〉
と
経
典
の
形
成

「
蘇
民
将
来
」
の
説
話
は
、
文
献
上
の
初
出
は
ト
部
兼
方
撰
「
釈
日
本
紀
』

に
表
れ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
卜
部
兼
方
自
筆
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
も
あ

（７）

る
が
、
こ
こ
で
は
『
釈
日
本
紀
』
の
注
釈
形
式
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

「
釈
日
本
紀
』
巻
七
、
述
義
三
、
神
代
上
「
素
菱
鳴
尊
乞
宿
於
衆
神
」

（８）

条
は
以
下
の
通
り
。

備
後
の
国
風
土
記
に
日
ふ
。
疫
隅
の
国
つ
社
。
昔
、
北
の
海
に
坐
し

よ
ぱ
ひ

し
武
塔
の
神
、
南
の
海
な
る
神
の
女
子
を
結
婚
に
坐
す
に
日
暮
れ
ぬ
。

彼
の
所
に
蘇
民
将
来
、
二
人
あ
り
き
。
兄
の
蘇
民
将
来
は
甚
だ
貧
窮

素
菱
鳴
尊
、
宿
を
衆
神
に
乞
ふ

山
口
敦
史

仏
教
と
神
話
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特集・神話を考える

す
。
弟
の
将
来
は
富
み
饒
ひ
て
屋
倉
一
百
あ
り
き
。
こ
こ
に
塔
の
神
、

宿
処
を
借
り
た
ま
ふ
に
惜
み
て
借
さ
ず
。
兄
の
蘇
民
将
来
は
借
し
奉

り
き
・
即
ち
粟
柄
を
以
ち
て
座
と
し
、
粟
飯
ら
を
以
ち
て
饗
へ
奉
り
き
。

こ
こ
に
畢
り
て
出
で
坐
し
ぬ
。
後
に
年
を
経
て
八
柱
の
子
を
率
て
還

り
来
て
詔
り
た
ま
は
く
、
「
我
、
将
来
が
た
め
報
答
い
む
。
汝
が
子
孫

其
が
家
に
在
り
や
」
と
問
は
せ
給
ふ
。
蘇
民
将
来
、
答
へ
て
申
さ
く
、

「
己
が
女
子
と
斯
が
婦
と
侍
る
」
と
申
す
。
即
ち
詔
り
た
ま
は
く
「
茅

の
輪
を
以
ち
て
腰
の
上
に
着
け
し
め
よ
」
と
の
り
た
ま
ふ
。
詔
の
随

に
着
け
し
む
る
に
、
即
夜
に
蘇
民
の
女
子
一
人
を
置
き
て
、
皆
悉
殺

ほ
ろ
ぼ

し
滅
し
て
き
◎
即
ち
詔
り
た
ま
は
く
「
吾
は
速
須
佐
雄
の
神
そ
。
後

の
世
に
疫
気
あ
ら
ば
、
汝
、
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
云
ひ
て
、
茅
の
輪

を
以
ち
て
腰
に
着
け
て
在
る
人
は
免
れ
な
む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。

先
師
申
し
て
云
ふ
。
こ
れ
則
ち
祇
園
社
の
本
縁
な
り
。

大
仰
せ
て
云
ふ
、
祇
園
社
三
所
は
何
な
る
神
な
り
や
。
先
師
申
し
て

云
ふ
、
こ
の
国
記
の
如
く
ん
ば
、
武
塔
天
神
は
素
菱
鳴
尊
、
少
将
井

は
本
御
前
と
号
す
。
奇
稲
田
姫
か
。
南
海
神
の
女
子
、
今
御
前
か
と
。

重
ね
て
問
ひ
て
云
く
、
祇
園
、
異
国
神
と
号
し
て
、
然
ら
ず
や
。

先
師
申
し
て
云
は
く
、
素
菱
鳴
尊
、
初
め
新
羅
に
到
り
、
日
本
に

帰
る
の
趣
当
記
に
見
ゆ
。
こ
れ
に
就
い
て
異
国
神
の
説
有
る
か
。

祇
園
は
行
疫
神
と
し
て
武
塔
天
神
の
御
名
、
世
の
知
る
所
な
り
。

而
し
て
吾
は
速
須
佐
能
神
な
り
と
云
々
。
素
菱
鳴
尊
、
亦
の
名
は

速
素
菱
鳴
尊
。
神
素
菱
鳴
尊
の
由
、
こ
の
紀
に
見
ゆ
。
仰
ぎ
て
信

を
取
る
べ
き
者
な
り
。
御
霊
会
の
時
、
四
条
京
極
に
於
い
て
粟
御

飯
を
備
え
奉
る
の
由
伝
承
す
。
是
れ
蘇
民
将
来
の
因
縁
な
り
。
ま

た
祇
園
神
殿
の
下
、
龍
宮
に
通
じ
る
穴
有
る
の
由
、
古
来
申
し
伝

ふ
。
北
海
神
、
南
海
神
の
女
子
に
通
ふ
の
儀
、
符
合
す
る
か
。

〈
経
典
〉
と
〈
神
話
〉
（
あ
る
い
は
〈
説
話
〉
〈
物
語
〉
で
も
）
の
関
係

を
読
み
解
く
際
、
今
成
元
昭
氏
の
「
説
話
素
体
」
「
説
示
語
句
」
と
い
う

（９）

概
念
は
い
ま
だ
に
有
効
で
あ
ろ
う
。
今
成
氏
は
、
話
末
の
教
訓
部
分
を
「
説

示
語
句
」
、
話
そ
の
も
の
を
「
説
話
素
体
」
と
名
付
け
た
。

『
釈
日
本
紀
』
も
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
も
注
釈
の
形
で
「
蘇
民
将
来
」
（
牛
頭

天
王
）
の
故
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
釈
日
本
紀
』
で
〈
経
典
〉
と
し
て
提
示

さ
れ
て
い
る
故
事
は
「
日
本
書
紀
」
神
代
上
、
第
七
段
一
書
第
三
「
素
芙
鳴
尊

乞
宿
於
衆
神
」
条
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
太
古
の
遺
法
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
「
太
古
の
遺
法
」
の
例
証
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
が
「
蘇
民
将
来
」
の

〈神話〉と言えよう（「太古の遺法」は『日本書紀』では唯一の用例）。

既
に
し
て
諸
神
、
素
菱
鳴
尊
を
噴
め
て
曰
く
、
「
汝
が
所
行
甚
だ
無

頼
し
。
故
、
天
上
に
住
る
べ
か
ら
ず
。
亦
葦
原
中
国
に
も
居
る
べ
か

ら
ず
。
急
ぐ
底
根
之
国
に
適
ね
」
と
い
ひ
て
、
乃
ち
共
に
逐
降
ひ
去

り
き
。
時
に
、
森
ふ
る
。
素
菱
鳴
尊
、
青
草
を
結
束
ね
て
笠
蓑
と
し
て
、

同
劃
荊
捌
川
口
匂
封
。
衆
神
の
曰
く
、
「
汝
は
是
躬
の
行
濁
悪
し
く
し

て
、
逐
ひ
調
め
ら
る
る
者
な
り
。
如
何
ぞ
宿
を
我
に
乞
ふ
」
と
い
ひ

て
、
遂
に
同
に
距
く
。
是
を
以
て
、
風
雨
甚
し
と
雛
も
、
留
休
む
こ

と
得
ず
し
て
辛
苦
み
つ
っ
降
る
。
爾
よ
り
以
来
、
世
に
笠
蓑
を
著
て

他
人
の
屋
内
に
入
る
を
諄
む
。
又
束
草
を
負
ひ
て
他
人
の
家
内
に
入

る
を
諄
む
。
此
を
犯
す
者
有
ら
ば
、
必
ず
解
除
を
債
す
。
此
は
刈
劃

の
遺
法
な
り
。
（
「
日
本
書
紀
』
巻
第
一
、
神
代
上
〔
第
七
段
〕
一
書

第
三
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

こ
の
箇
所
を
「
説
示
語
句
」
「
説
話
素
体
」
の
語
を
使
っ
て
分
類
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
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｢蘇民将来」論

【
説
示
語
句
Ⅱ
太
古
の
遣
法
】

世
に
笠
蓑
を
著
て
他
人
の
屋
内
に
入
る
を
謹
む
。
又
束
草
を
負
ひ
て

他
人
の
家
内
に
入
る
を
謹
む
。
此
を
犯
す
者
有
ら
ぱ
、
必
ず
解
除
を

債
す
。
此
は
洞
司
刷
週
濁
な
り
。

【
説
話
素
体
Ⅱ
「
太
古
の
遣
法
」
の
由
来
を
説
明
】

既
に
し
て
諸
神
、
素
菱
鳴
尊
を
晴
め
て
曰
く
、
「
汝
が
所
行
甚
だ
無

頼
し
。
故
、
天
上
に
住
る
べ
か
ら
ず
。
亦
葦
原
中
国
に
も
居
る
べ
か

ら
ず
。
急
ぐ
底
根
之
国
に
適
ね
」
と
い
ひ
て
、
乃
ち
共
に
逐
降
ひ
去

り
き
。
時
に
、
霧
ふ
る
。
調
到
喝
割
、
青
草
を
結
束
ね
て
笠
蓑
と
し

て
、
伺
劃
調
祁
測
例
旬
剖
。
衆
神
の
曰
く
、
「
汝
は
是
躬
の
行
濁
悪
し

く
し
て
、
逐
ひ
諦
め
ら
る
る
者
な
り
。
如
何
ぞ
宿
を
我
に
乞
ふ
」
と

い
ひ
て
、
遂
に
同
に
距
く
。
是
を
以
て
、
風
雨
甚
し
と
雛
も
、
留
休

む
こ
と
得
ず
し
て
辛
苦
み
つ
つ
降
る
。

「
笠
蓑
を
着
て
他
人
の
家
に
入
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
「
太
古
の
遺
法
」

が
あ
り
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
理
由
と
し
て
、
素
菱
鳴
尊
の
衆
神
訪
問
の

説
話
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
「
太
古
の
遺
法
」
と
「
素
菱
鳴
尊
の
説
話
」
の
ど

ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
か
を
問
う
の
で
は
な
く
、
「
日
本
書
紀
」
の
「
太
古
の

遣
法
」
が
そ
の
よ
う
に
読
め
る
構
成
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
説
話
素
体
」
（
「
素
美
鳴
尊
の
説
話
」
）
の
「
素
菱
鳴
尊
が

宿
を
衆
神
に
頼
ん
だ
」
と
い
う
箇
所
を
経
典
と
し
て
見
立
て
、
そ
こ
に
注

を
付
け
た
の
が
「
釈
日
本
紀
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
証

と
し
て
「
備
後
国
風
土
記
」
が
引
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の

後
に
「
先
師
」
と
「
大
」
の
注
釈
が
さ
ら
に
付
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
を
ふ
ま
え
て
、
実
態
的
に
文
字
史
料
と
し
て
の
古
さ

と
は
別
に
、
説
示
と
説
話
素
体
の
関
係
性
の
上
で
、
経
典
（
カ
ノ
ン
）
と
注
釈
（
説

話
）
の
言
葉
が
決
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
実
態
的
な
「
先
」
「
後
」
の
関
係

性
と
は
別
に
、
典
籍
の
意
図
・
言
説
の
質
、
性
格
な
ど
に
よ
っ
て
〈
注
釈
す

る
も
の
〉
〈
注
釈
さ
れ
る
も
の
〉
の
関
係
性
が
決
ま
っ
て
く
る
、
と
も
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
奈
良
時
代
に
大
量
に
作
成
さ
れ
た
仏
典
注

釈である。

善
珠
撰
述
晟
唯
識
論
述
記
序
丞
（
一
巻
）
は
、
奈
良
時
代
の
学
僧
善
珠
（
七
二
三

～
七
九
七
年
）
が
『
成
唯
識
論
述
起
（
唐
・
基
撰
述
。
全
二
十
巻
）
の
序
に
注

（叩）

釈を施したものである。《本文》は基、《その注釈》は善珠の執筆。

《本文》さう
は
ノ
、
は
う
ふ
つ

つぶ

糟
粕
に
髻
髭
せ
り
と
錐
も
未
だ
曲
さ
に
幽
玄
を
尽
く
す
こ
と
能
は

そ
む

た
が

こ
う
ぎ
せ
き
た
い

ず
。
大
義
或
ひ
は
乖
き
微
辞
爽
ふ
こ
と
を
致
す
。
鴻
疑
碩
滞
、
霧
の

いだ

い
う
け
ん
し
ば
し
ぱ
あ
ら

ご
と
く
に
擁
か
れ
雲
の
ご
と
く
に
凝
れ
り
。
幽
絢
に
屡
々
彰
は
る
、

其
の
詳
な
る
こ
と
略
す
べ
し
。

《その注釈》
「
糟
粕
に
髻
露
」
は
、
糟
〔
酒
糟
牛
契
な
る
べ
し
〕
。
粕
〔
穀
皮
は
牛

喫
に
あ
ら
ず
〕
。
「
博
士
伝
」
云
く
。
「
昔
王
高
楼
に
居
む
。
高
声
に

て
読
書
す
。
時
に
楼
辺
に
車
を
作
る
人
あ
り
。
自
ら
事
へ
て
已
に
止

む
。
高
き
楼
辺
を
望
み
て
、
王
の
読
む
声
を
聞
く
。
便
ち
王
に
問
い

て
言
は
く
『
何
事
を
為
す
』
と
。
王
便
ち
答
へ
て
曰
く
『
先
の
聖
書

を
読
む
」
と
。
」
車
を
作
る
人
曰
く
、
『
今
王
の
読
む
は
、
唯
糟
粕
あ
り
。

そ
の
真
実
の
深
き
事
、
唯
先
の
聖
心
の
中
に
在
り
。
読
め
ど
も
無
益

な
り
。
何
ぞ
虚
事
な
ら
ん
」
と
。
王
即
ち
大
い
に
怒
り
、
将
に
そ
の

罪
に
処
せ
ん
と
す
。
車
を
作
る
人
曰
く
、
『
我
八
十
ま
で
車
を
作
る
。

子
習
へ
ど
も
子
唯
糟
粕
を
得
る
。
深
き
術
を
得
ず
。
そ
の
深
き
術
は
、

唯
我
が
心
に
在
り
。
今
王
読
む
と
こ
ろ
こ
れ
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
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三
、
牛
頭
天
王
の
縁
起
と
〈
偽
経
〉
の
問
題

『
釈
日
本
紀
』
所
収
の
「
備
後
国
風
土
記
」
に
は
、
「
武
塔
神
」
の
固
有

名
、
茅
の
輪
を
身
に
つ
け
る
と
疫
病
に
な
ら
な
い
、
な
ど
の
要
素
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
が
、
「
先
師
申
し
て
云
ふ
」
以
下
の
記
述
で
は
、
こ
の
話
が
「
祇

園
社
の
本
縁
」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
「
武
塔
天
神
」
は
「
素
菱
鳴
尊
」

と
同
一
で
あ
り
、
「
祇
園
」
は
異
国
の
神
で
「
行
疫
神
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

や
は
り
「
武
塔
神
」
「
素
菱
鳴
尊
」
と
合
一
と
さ
れ
る
。

鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
（
十
巻
本
）
は
、

「
祇
園
」
の
語
義
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

牛
頭
天
王
の
因
縁
。
天
竺
よ
り
北
方
に
国
有
り
。
其
の
名
九
相
と
日
ふ
。

其
の
中
に
園
有
り
。
名
づ
け
て
吉
祥
と
日
ふ
。
其
の
園
中
に
城
有
り
。

其
の
城
に
王
有
り
、
牛
頭
天
王
。
又
名
づ
け
て
武
塔
天
神
と
日
ふ
。

其
の
父
、
名
づ
け
て
東
王
父
天
と
日
ふ
。
母
、
名
づ
け
て
西
王
母
天

ゆ
る

唯
糟
粕
を
得
て
、
真
実
を
得
ず
。
』
と
。
王
そ
の
語
を
忍
し
て
、
便

ち
一
つ
の
解
を
生
ず
。
還
り
て
彼
の
人
を
敬
う
。
云
云
」
今
こ
の
事

に
借
り
る
が
故
に
糟
粕
と
云
う
。
誠
の
文
を
勘
へ
る
べ
し
。
（
以
下
略
）

こ
こ
で
は
「
糟
粕
に
髻
露
」
（
原
文
は
「
髻
寵
糟
粕
」
）
と
い
う
抽
象
的
な

語
句
に
、
『
博
士
伝
』
な
る
書
物
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
王
」
と
「
車
を

作
る
人
」
と
の
物
語
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
猿
田
知
之
氏
は
『
荘
子
」

（Ⅱ）

天
道
篇
お
よ
び
『
准
南
子
」
道
応
訓
に
類
話
が
あ
る
と
指
摘
す
る
が
、
や

は
り
「
博
士
伝
』
の
実
態
は
わ
か
ら
な
い
。
上
記
の
例
に
な
ら
っ
て
言
う

と
、
「
糟
粕
に
髻
寵
」
と
い
う
抽
象
的
な
「
説
示
」
の
真
意
を
説
明
し
よ

う
と
し
て
、
「
博
士
伝
』
と
い
う
具
体
的
な
「
説
話
素
体
」
が
引
か
れ
て

注
釈
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
日
ふ
。
是
の
二
人
の
中
に
生
ま
れ
し
王
子
、
名
づ
け
て
武
塔
天
神

と
日
ふ
。
此
の
神
王
、
沙
渇
羅
龍
王
、
女
名
づ
け
て
薩
迦
吃
と
日
ふ
。

此
に
后
、
八
王
子
を
生
む
を
為
し
て
、
神
八
万
四
千
六
百
五
十
四
神

を
従
ふ
な
り
。
（
風
間
書
房
刊
、
一
九
七
一
年
を
訓
読
）

「
武
塔
天
神
Ⅱ
牛
頭
天
王
」
と
い
う
考
え
が
す
で
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
「
蘇
民
将
来
」
説
話
は
、
『
箇
篁
内
伝
」
『
神
道
集
」
「
祇
園
牛
頭
天

王
縁
起
』
な
ど
で
、
さ
ら
に
多
様
に
展
開
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
成
立
年

代
順
な
ど
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
成
立
年
代
に

（砲）

準
拠
し
た
論
で
は
な
い
）
。
こ
こ
で
は
「
神
道
集
』
巻
第
三
を
見
る
。

十
二
者
祇
園
大
明
神
事

抑
祇
園
ノ
大
明
神
ト
ハ
、
世
ノ
人
ハ
天
王
ノ
宮
ト
申
シ
、
即
チ
牛
頭

天
王
ハ
是
也
、
牛
頭
天
王
ハ
武
塔
天
神
王
等
ノ
部
類
神
也
、
天
形
星

ト
モ
、
武
塔
天
王
ト
モ
崇
メ
奉
ル
、
当
世
ハ
盛
リ
ニ
疫
神
王
等
ノ
部

類神也（略）

所
ニ
ハ
、
武
答
天
神
王
経
ト
モ
云
ヘ
リ
（
略
）

大
興
善
寺
ノ
洞
当
ヨ
閾
ノ
所
訳
、
剰
瑠
ヨ
劇
棚
劉
上
に
、
牛
頭
天
王
．

武
塔
天
神
ヲ
バ
ー
体
ノ
異
名
ト
説
ケ
リ
ト
云
々

十
三
者
赤
山
大
明
神

抑
赤
山
大
明
神
ト
ハ
、
本
地
ハ
地
蔵
菩
薩
也
、
其
ノ
本
地
ノ
名
ヲ
尋

ヌ
レ
バ
、
武
答
天
神
王
也
、
此
レ
牛
頭
天
王
卜
一
体
応
跡
ノ
変
作
也
、

其
ノ
故
ハ
、
経
文
ヲ
引
キ
テ
云
ク
、
牛
頭
天
王
菩
薩
ヲ
バ
亦
ハ
武
答

天
神
菩
薩
卜
名
ク
、
牛
頭
天
王
二
三
ツ
ノ
称
名
ア
リ
、
一
者
ハ
牛
頭

天
王
卜
名
ケ
、
二
者
ハ
武
答
天
神
王
卜
名
ケ
、
三
者
ハ
薬
宝
賢
明
王

卜
名
ク
、
此
ノ
三
種
ノ
名
ハ
、
三
部
一
諦
非
三
非
一
ノ
法
門
也
、
此

調淵ヨゴ剛ノ所訳、
秘
密
心
点
如
意
蔵
王
呪
経
ニ
モ
云
ヘ
リ
、
或
ル

- ２ ２ -



｢蘇民将来」論

如
意
蔵
タ
ラ
二
経
二
云
ク
、
此
ハ
義
浄
三
蔵
ノ
所
訳
也
、
又
此
ノ
天

王
二
十
種
ノ
変
身
ア
リ
、
一
者
ハ
武
答
天
神
王
、
二
者
ハ
牛
頭
天
王
、

三
者
ハ
鳩
摩
羅
天
王
、
四
者
ハ
蛇
毒
気
神
王
、
五
者
ハ
魔
那
天
王
、

六
者
ハ
都
藍
天
王
、
（
七
者
ハ
梵
王
、
）
八
者
ハ
玉
女
、
九
者
ハ
薬
宝

賢
明
王
、
十
者
ハ
疫
病
神
王
等
是
也
、
此
ノ
十
種
ノ
身
ハ
皆
是
レ
一

体
ニ
シ
テ
、
衆
生
ヲ
利
益
ス
云
々

「
十
二
者
祇
園
大
明
神
事
」
で
も
「
十
三
者
赤
山
大
明
神
」
で
も
、
「
義
浄

三
蔵
」
の
訳
し
た
経
典
が
典
拠
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
・
日
本
と

も
確
認
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
〈
偽
経
〉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ

を
も
っ
て
、
「
備
後
国
風
土
記
」
の
「
武
塔
神
」
も
密
教
経
典
に
由
来
す

る
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
平
田
篤
胤
が
〈
偽
経
〉
で

（旧）

あ
る
こ
と
を
看
破
し
て
い
る
。

平
田
篤
胤
「
牛
頭
天
王
暦
神
弁
」
は
、
天
野
信
景
の
「
牛
頭
天
王
弁
」
と

い
う
書
物
へ
の
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
「
然
れ
ど

も
此
は
共
に
。
一
切
経
蔵
目
録
に
載
ら
ざ
れ
ぱ
。
偽
経
な
る
に
。
況
て
内
伝

に
載
せ
る
事
実
な
き
上
は
。
彼
説
も
と
天
竺
よ
り
出
で
た
る
証
と
は
成
ら
ず
」

「
今
引
き
た
る
経
軌
ど
も
は
、
唐
土
の
偽
経
と
も
見
ざ
る
は
、
疑
な
く
吉
備

公
の
造
説
あ
り
し
後
の
密
僧
ら
が
偽
作
な
り
」
な
ど
と
あ
る
。
し
か
し
、
「
備

後
風
土
記
の
全
書
は
、
今
伝
は
ら
ね
ど
も
、
上
に
挙
げ
た
る
文
の
趣
を
察
る

に
、
天
平
五
年
に
進
れ
る
、
出
雲
風
土
記
な
ど
に
、
然
し
も
下
る
ま
じ
く
、

古
び
て
見
ゆ
れ
ば
（
略
）
其
事
実
は
、
神
代
の
古
伝
な
れ
ば
、
其
の
伝
へ
を

と
り
て
、
作
れ
り
と
見
む
も
難
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
逸
文
「
備
後
国
風

土
記
」
が
「
神
代
の
古
伝
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
釈
日
本
紀
』
に
は
「
牛
頭
天
王
」
は
出
て
こ
な
い
が
、
『
神
道
集
」

し則チ州劉劉調詞樹也ト、云々
、又

此
公
調
劃
引
閾
ノ
所
訳
也
、

仏
説
武
塔
天
神
王
秘
密
心
点

で
は
「
祇
園
大
明
神
」
と
同
一
と
さ
れ
、
「
武
塔
神
」
の
垂
迩
（
よ
っ
て

素
菱
鳴
尊
の
垂
迩
で
も
あ
る
）
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
結
び
つ
き
の
理
由

と
し
て
は
、
南
方
熊
楠
が
、
仏
典
に
お
け
る
「
牛
頭
」
は
忌
む
べ
き
も
の

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
疫
病
神
（
疫
鬼
）
と
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
疫
鬼
退
散

（Ｍ）

の
神
で
あ
る
「
蘇
民
将
来
」
と
結
び
つ
い
た
か
ら
だ
と
論
じ
て
い
る
。
熊

楠
は
戒
律
経
典
『
十
調
律
』
巻
第
二
十
一
（
大
正
蔵
二
十
三
、
一
五
五
ａ
）

を
引
用
し
て
、
そ
の
論
拠
と
し
て
い
る
。

仏
、
王
舎
城
に
あ
り
。
こ
の
時
、
諸
闘
将
の
婦
、
夫
の
征
行
す
る
こ
と

久
し
く
、
非
人
と
通
ず
。
こ
の
諸
の
非
人
は
形
体
不
具
に
し
て
、
あ
る

こぶ

い
は
象
頭
、
馬
頭
、
牛
頭
、
獺
猴
頭
、
鹿
頭
、
贄
頭
、
平
頭
と
、
頭
七

分
に
現
ず
。
生
ま
れ
し
子
も
ま
た
か
く
の
ご
と
し
。
諸
母
の
愛
す
る
ゆ

と
り
あ
つ
か

え
に
、
養
い
畜
い
て
長
大
と
な
り
し
も
、
執
作
う
こ
と
あ
た
わ
ず
、

こ
れ
ら

お
い
は
ら

諸
の
子
を
駆
棄
い
、
天
祠
論
議
堂
に
詣
り
出
家
せ
し
め
、
こ
れ
を
諸

お

も
と

処
に
舎
く
に
、
飲
食
を
覚
め
て
遊
行
す
、
云
々
。
（
全
集
の
表
記
の
ま
ま
）

確
か
に
、
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
に
は
、
疫
鬼
と
牛
（
ま
た
は
牛
頭
）
と

（旧）

が
関
連
し
て
登
場
す
る
こ
と
が
多
い
。

『
神
道
集
」
に
お
い
て
「
義
浄
三
蔵
」
訳
の
仏
典
を
登
場
さ
せ
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
「
権
威
付
け
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
流

れ
で
言
え
ば
、
「
説
話
素
体
」
の
た
め
に
「
説
示
語
句
」
を
ど
こ
か
か
ら

導
入
（
あ
る
い
は
創
作
）
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
蘇
民
将
来
」
説
話
の
研
究
は
、
『
釈
日
本
紀
』
所
収
の
「
備
後
国
風
土
記
」

の
内
実
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
と
い
う
点
に
多
く
か
か
わ
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
の
典
籍
の
性
格
を
考
え
る
に
は
、
そ
の
典
籍
の
持
つ
関

四
、
お
わ
り
に
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係
性
が
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
る
典
籍
が
「
カ
ノ
ン
」
（
聖
典
）
と
な

れ
ば
、
そ
れ
へ
の
〈
注
釈
〉
が
必
要
と
さ
れ
、
「
説
話
素
体
」
が
投
入
さ
れ
、

編
纂
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
説
話
素
体
」
も
、
あ
る
契
機
で
「
カ
ノ
ン
」

（
聖
典
）
に
変
容
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
流
動
的
な

関
係
性
が
、
典
籍
の
周
囲
に
も
、
内
部
に
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
「
蘇

民
将
来
」
説
話
に
も
、
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
問
題
群
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

内
包
さ
れ
る
「
古
代
」
の
問
題
と
し
て
、
今
後
も
考
え
て
い
き
た
い
。

注
（
１
）
「
京
都
新
聞
」
二
○
○
一
年
四
月
二
十
日
。
『
企
画
展
示
長
岡
京

遷
都
ｌ
桓
武
と
激
動
の
時
代
ｌ
」
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
編
集

発
行
、
二
○
○
七
年
十
月
）
。

（
２
）
村
山
智
順
執
筆
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
二
年
。
初
出
は
一
九
二
九
年
。

（
３
）
肥
後
和
男
「
朝
鮮
と
の
関
係
附
牛
頭
天
王
」
（
『
古
代
伝
承
研
究
」

河
出
書
房
、
一
九
三
八
年
）
。
金
賛
會
「
本
解
「
ソ
ン
ニ
ム
ク
ッ
」
と
「
牛

頭
天
王
縁
起
」
」
（
「
伝
承
文
学
研
究
」
第
四
十
二
号
、
一
九
九
四
年

五
月
）
。
川
村
湊
『
牛
頭
天
王
と
蘇
民
将
来
伝
説
ｌ
消
さ
れ
た
異
神

た
ち
』
（
作
品
社
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
。

（
４
）
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
（
植
垣
節
也
校
注
・
訳
、
小
学
館
、

一
九
九
七
年
）
。
「
凡
例
」
に
は
、
「
逸
文
」
は
広
岡
義
隆
氏
が
「
助
力
」

し
て
い
る
と
あ
る
。

（
５
）
増
尾
伸
一
郎
「
蘇
民
将
来
」
（
『
歴
史
考
古
学
大
辞
典
』
吉
川
弘
文

館
、
二
○
○
七
年
）
な
ど
。

（
６
）
影
山
尚
之
「
蘓
民
将
来
」
（
上
代
文
献
を
読
む
会
編
「
風
土
記
逸

文
注
釈
』
翰
林
書
房
、
二
○
○
一
年
）
に
、
研
究
史
の
概
観
が
あ
る
。

（
７
）
『
釈
日
本
紀
』
と
卜
部
兼
方
自
筆
『
日
本
書
紀
神
代
巻
」
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
小
野
田
光
雄
「
釈
日
本
紀
の
成
立
に
つ
い
て
（
覚
書
）
」

（
『
古
事
記
・
釈
日
本
紀
・
風
土
記
の
文
献
学
的
研
究
』
続
群
書
類
従

完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
８
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
八
巻
（
吉
川
弘
文
館
）
を
訓
読
。
一
部
改
訂
。

（
４
）
前
掲
書
、
『
神
道
大
系
古
典
注
釈
編
五
釈
日
本
絢
延
（
小
野
田
光
雄

校
注
、
神
道
大
系
編
纂
会
発
行
、
一
九
八
六
年
）
、
馬
場
治
「
蘇
民
将
来

説
話
の
一
考
察
ｌ
縁
起
と
奏
一
早
止
（
「
皇
學
館
論
叢
」
第
三
十
一
巻
第
六

号
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）
を
参
照
。
な
お
、
引
用
文
中
の
傍
線
は
す
べ

て引用者。以下同じ。

（
９
）
今
成
元
昭
「
説
話
文
学
試
論
」
含
論
纂
説
話
と
説
話
文
学
』
笠
間

書
院
、
一
九
七
九
年
）
。

（
、
）
大
日
本
仏
教
全
書
本
を
訓
読
。
拙
稿
「
古
代
前
期
・
仏
典
注
釈
の
世

界
ｌ
善
珠
撰
述
経
疏
の
言
説
を
中
心
に
ｌ
」
（
古
代
文
学
会
編
『
祭
儀
と

言説ｌ生成の〈現場〉へＩ』森話社、一九九九年）で一部論じた。

（
Ⅱ
）
猿
田
知
之
「
南
都
仏
教
の
語
学
的
研
究
に
つ
い
て
（
下
）
ｌ
善
珠

を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
シ
オ
ン
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
第
三
十
四
号
、

一九九四年十二月）。

（
胆
）
『
神
道
大
系
文
学
編
一
神
道
集
』
（
岡
見
正
雄
・
高
橋
喜
一
校
注
、

神
道
大
系
編
纂
会
発
行
、
一
九
八
八
年
）
を
一
部
改
変
。

（
過
）
平
田
篤
胤
「
牛
頭
天
王
暦
神
弁
」
（
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
七

巻
、
名
著
出
版
、
一
九
七
七
年
）
。

（
Ⅲ
）
南
方
熊
楠
「
牛
王
の
名
義
と
烏
の
俗
信
」
含
南
方
熊
楠
全
集
』
第

二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
。

（
巧
）
例
え
ば
、
『
日
本
霊
異
記
」
中
巻
第
二
十
四
縁
で
は
「
鬼
」
は
病

気
の
原
因
で
あ
る
「
気
」
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
牛
の
肉
を
所
望

す
る
。
死
へ
向
か
う
主
要
な
原
因
を
「
病
」
と
す
る
な
ら
ば
、
中
巻

第
五
縁
の
冥
界
の
「
非
人
」
で
あ
る
「
牛
頭
人
身
」
も
関
連
し
て
く

る
。
殺
牛
に
執
着
し
た
男
は
「
重
き
病
」
に
て
死
ぬ
。

- ２４ -


